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当院では、医療の質を上げる為に職員が様々な分野に分かれてサークル活動を行って
います。(ＴＱＭ活動)

このＴＱＭ活動は当院だけでなく健育会全体で行われています。西伊豆地区では「しおさ
い」「土肥クリニック」でも積極的に活動され、年に一度、一年間の活動報告発表会が３施
設合同で行われます。発表会では、活動内容について質問や意見を交わし合い、より良
いものへとつなげていくものです。

当院・各チームの発表を簡単に紹介します。

『 美味しいと言われる

嚥下食を目指して 』

栄養科チーム

栄養科チームでは、これから増えていくと予想される「ムース食」に着目し活動を行い
ました。

普通のご飯では飲み込みが悪く、ミキサー食・とろみ食といったやわらかい食事を食
べている患者さんに、西伊豆病院オリジナルメニューのムース食を取り入れて行く事
によって、患者さんの見た目や味に対する満足度の向上と、同時に食事介助がしや
すくなり、飲み込みが良くなった為に肺炎の予防にもつながっていった。この結果より
今後も継続して活動し、栄養科職員全員が興味理解を持ち幅を広げていきたい。
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『 知恵と工夫で業務の効率化』

ケアワーカーチーム

『 ＴＱＭの進め方 』 事務部

『保育室から患者さんへ

お届けする癒しの心』

保育室チーム

『 納得のいく医療・看護に

むけて生死を考える』

外来チーム

『 当院返血操作ビデオ作成

ー業務の効率化を目指してー』

透析チーム

『 西伊豆病院リハビリの

マーサージについて 』

リハビリチーム

ＴＱＭ活動の一例を紹介しながら、データ分析の
方法や問題解決の手法などを分かりやすく説明
された。今後各チームの活動がスームズに行わ
れ、活動への理解を深める機会となった。

ケアワーカーの仕事は病棟だけでなく機材の消
毒や透析室といった多種多様にわたっています。
日々の仕事をしっかりとこなす為に、ケアワー
カー全員のスキルアップと業務の効率化をはか
りました。今後もより質の高いケアを目指して改
善をしていきたい。

保育室も病院の１スタッフとして患者さんのため
にできる事はないかと考え活動をはじめた。子
供たちの力も借りて、待合室を明るい雰囲気に
し、患者さんが和むような展示をしました。中に
は患者さんが自由に持っていける様な手作りの
診察券入れやメモ帳なども設置しました。反響
を確認する為にアンケート調査を行い、９割以上
の方が良い評価でした。患者さんの待ち時間に
癒しの心をお届けできる様にこれからも取り組
んでいきたい。

「患者さんが納得できる医療・看護を実践いたし
ます。」の目標を重視し、生と死について学ぶこと
を課題にした。日ごろ生死に関わっている病院職
員思想調査からは、家族との関わりが強く、より
よく生きたいと思う意欲を強く感じた。また、病気
を告知された患者さんの家族に関わる事ができ
た機会から、患者さんの心情・人生観・家族状況
を把握し、上手に患者さんに寄りそう事ができ、
充実した予後を過すお手伝いができた。今回の
取り組みより、患者さん・ご家族一人一人の希望
に沿った医療・看護の重要性と私たち医療者が
身近な事としてとらえ、関わっていかなければと
考える。

平成１９年４月より外来と透析が１つのチームに
なり業務の共有が行われた。透析業務の返血操
作は全て理解するまでは３－４ヶ月、血液の流れ
を理解するまでは２ヶ月を要し、患者さんの前で
の説明指導には不安の声もあがっていました。そ
こで操作ビデオの作成に取り組み、指導前に自
宅でビデオによる予習を行った。これにより２ヶ月
で返血操作を確実に行える様になり、さらに患者
さんにも不安感を与える事なく習得できた。さらに、
このビデオの製作によってチーム内だけでなく、
災害などの緊急時にそなえ、他部署の職員にも
指導を行い、スタッフのチームワークを強化し、信
頼の地域医療につなげていきたい。

マッサージ患者さんが増えた事によって、午前外来
業務が午後にくい込んだり、入院患者さんの時間が
充分にとれなかったり、外来の待ち時間もかなり長く
なっているのが現状でした。救急病院であるため、
入院患者さんのリハビリも重要です。マッサージの打
ち切りについては、苦情もありましたが、外来患者さ
んの待ち時間の減少と病棟患者さんの早期退院へ
向けてのリハビリ強化につながった。
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西伊豆病院チームの発表を簡単に紹介します。



松崎高校の教職員全員

ＢＬＳ (一次救命処置)の講習会を受講

生徒の安全・家族の安心の為に！

松崎高校では、毎年２月に男子１３Ｋｍ・女子８Ｋｍのマラソン大会があります。この大会を前に、教職員全
員が救命処置の講習会に参加しました。松崎高校ではＡＥＤ（自動体外式除細動器）が設置されており、いざ
という時に備えています。しかし一部の人しか使用できないのでは意味がありません。いつどこで救急の場
面に出くわすか分からないのです。職員全員が救命処置ができてＡＥＤが素早く使えるという事は、とてもす
ばらしい事だと思います。生徒の安全を守ると同時に、家族にとっては安心・信頼につながる事でしょう。
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１月２５日に救急救命法講習会に参加しました。頭では理解しているものの
実践となると難しいということを改めて感じます。次の行動を思い浮かべ言葉
に出して確認しましたが、どうしても動作が緩慢になってしまうようで、緊急の
場合にも行動できるか心配でした。やはり、今回のような講習会を定期的に繰
り返しておくことが必要だと感じます。また、AEDの利用について講習を受け
るのは初めてでしたが、予想以上に使い方の簡単で本当に便利な機械だと
感心しました。そして、まずはAEDを使わなくてもすむような健康管理を、みん
なで心がけたいと思いました。 (松崎高校 教頭 浅井一哉)

救急法の講習は毎年消防署の方に学校に来ていただき、生徒向
けに行っているので、それを見ていた私はAEDの使い方や救急時
の処置の仕方はしっかりと知っているつもりでした。しかし、講習を
受け実際に体験してみると焦ってしまい心臓マッサージのペースが
速くなってしまったり、AEDの装着に手間取ってしまうなど、とても苦
戦しました。もしこれが実際救急の場であったならば、もっと焦って
しまい何もできなかったかもしれません。今回の講習は講師の先生
が一つ一つ丁寧に実演を交えながら解説してくれました。また、実
践練習はとっさの事態にも対応できるよう様々な場面設定を用意し
ていただき、楽しみながらとても分かりやすく学ぶことができたため、
しっかりと救急法について理解し、身に付けることができました。私
は運動部の顧問であり、今後AEDを使ったり、救急法を行わなけれ
ばならない場面もあるかもしれません。その時は落ちついて対処し
ていきたいと思います。 (松崎高校 露木隆)

松崎高校では、２月にマラソン大会を控えていることや、いつどこで何が起こる
かわからない緊急事態に備え、教職員対象に心配蘇生法を行いました。子ども
たちの健康や生命に直接関わる私たちは、日ごろから危機管理意識を持ち、い
ざとうい時に迷わず対応できる力が必要だと思います。西伊豆ACLS研究会の
方々には、何度も本校に足を運んでいただき本当に感謝しております。また、短
い時間の中でしたが、少人数の指導であったため、質問もしやすく、実技も一人
一人身につけることができました。人が倒れている時、一番近くにいる人の行動
が鍵となります。今回学んだ内容を常に念頭におき、落ち着いた行動、判断のも
と対応していきたいと思います。 (松崎高校 鈴木香織)

《 講習会の感想 》

教職員の方々は、とても熱心に質問され、一生懸命取り組む姿は、生徒さんを思う気持ちが伝わってきま
した。 また、動作一つ一つを丁寧に行い、場面に応じた対応をしっかりされていたので、とても心強く安心
して指導ができました。

西伊豆ACLS研究会 講習会のおすすめ！
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【 一般の方向け 救命処置 講習会のご案内 】

救急車の到着を待っている間にすべき事があります。その行動によって助かる命があります。

是非講習会に参加してみませんか？

＊講習内容 基本的な心肺蘇生法とＡＥＤの使用方法の習得

＊３名から５名以上集まれば、出張講習も可能です。( 要相談 )

＊講習には、ダミー人形を使い、AEDも実際に触って体験して頂きます。

＊費用はいっさいかかりません。

＊所要時間 約２時間

＊学生でも可能です。 対象 小学生(高学年)・中学生・高校生

講習会のお申込み・お問い合わせ 西伊豆ACLS研究会(西伊豆病院内) 

０５５８－５２－２３６６ 担当 看護部 松本

平成２０年４月より診療報酬 (保険診療)の改正に伴って治療
費の支払い額が変更になります。

詳細は、町の広報誌やインターネット掲示板、新聞マスコミ報
道などによりお分かりいただけると思います。

近年、病院の収入となる診療報酬は削減されており、原油価
格値上げによるガソリンの価格高騰や、公共料金、食材費用
等の相次ぐ値上げにより、医療の質の維持向上には容易なら
ざるものがあります。

当院でもやむを得ず、本年４月１日より、室料を値上げさせて
いただきます。質の高い医療サービスのご提供を継続するた
め、何卒、諸事情をご理解いただき、ご了承くださいますようお
願い申し上げます。

事務局長 石原好樹
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約２年程前まで我が栄養科では、女性だけでこの大きな厨房で１日２００
食から２５０食の食事を患者さんや職員に提供してきました。女性だけです
よ！すごいでしょ！ 厨房器具も包丁やまな板だって女性専用などはありま
せん。ましてや、学校給食と違い病院食は治療食であり、その種類は約６
～８種類、そこから区分けされ全部で４０種類くらいに分別されます。

この４０種類の食事といった細かい仕事に加え、短時間で１日３食を作り・
盛り付け・配膳まで、とにかくハードな仕事を女性だけでやっていた、すごい
栄養科なんです。３人の栄養士と、１０年以上のベテラン選手から、まだ
数ヶ月の新人までの調理員、現在は３人の男性調理師が加わり総勢１４人
で西伊豆病院の食事を切り盛りしています。

男性調理師の中には、川端康成 ゆかりの宿 河津 福田旅館で２５年
間調理長を務めた人もいます。とかく病院食は美味くないというイメージ
がついていますが、今はそうではありません。病院食も競争の時代です。
味も見た目も量も患者さんの満足のいく食事を提供してあたりまえの時
代になってきました。入院患者さんにとって、楽しみの一つである食事を
いかに楽しんで頂くか「もう食事？」「また食事！」じゃなくて「早く食べた
い！」「もっと食べたい！」という声が聞けるような食事提供を目指し、一
致団結して今後も業務に取り組みます。

お手軽レシピ

１人分 ３０３Kcal 塩分１．５g 

作り方

①ブリは、塩、こしょうをふり、小麦粉を薄くまぶしつける。

②小松菜は４ｃｍ長さに切り、Ａを加えてあえる。

③フライパンに油を熱して①を入れ、両面をこんがり焼く。

④器に②③を盛り、おろし大根とすだちを添えてしょう油をかけていただく。

脂がよくのったブリは、肉の要領で調理するとアレンジ自在！

ぶりのソテー おろし大根添え ( ２人分 )

塩をふるのは下味の意味もある
が、うま味を閉じ込める役割も
する。また、小麦粉を薄くまぶし
ておけば、身くずれしにくい。

おろし大根の代わりに黒酢ソースをかけても、すっきりとした酸味で美味！

黒酢ソース しょうが(みじん切り)・・小さじ１ 黒酢・・大さじ２

しょう油・水・・各大さじ１ 砂糖・・小さじ１と1/2

材料 《２人分》

ブリの切り身・・２切れ(１６０ｇ) 小松菜(ゆでる）・・８０ｇ

塩・こしょう各少量 小麦粉適量 A しょうゆ・・小さじ２/３

サラダ油・・小さじ２ すり白ごま・・小さじ２

しょう油・・小さじ２ おろし大根(軽く汁けをしぼる)・・１００ｇ すだち・・１個



知っていますか？

肺炎を予防しよう！
お年寄りを肺炎から守ろう！

１ 肺炎とは？

２ 肺炎球菌とは？

３ 肺炎の予防

●手を洗う
●規則正しい生活
●バランスのよい食事
●入浴
●うがい・歯磨き
●適度な運動
●日光浴

＋

プラス

下記の人には肺炎球菌ワクチン接種がすすめられています

● 高齢者（65歳以上の人）
● 腎不全や肝機能障害のある人
● 心臓や呼吸器に慢性疾患のある人
● 糖尿病の人
● 脾臓摘出などで脾機能不全のある人

肺炎球菌ワクチンとは
・肺炎球菌によって引き起こされる様々な病気（感染症）を予防するためのワクチンです。
・肺炎球菌以外の肺炎には効果がありません。
・肺炎球菌全体の8割に有効で、肺炎全体では15～20％が予防できるとされます。
・一度の接種で5年以上効果が続き、再接種はできません。（一生に一度）
・副作用はほとんどなく注射部位の腫れや痛み、微熱等がありますが、いずれも軽度です。
詳しくお知りになりたい方、接種希望の方は医師・看護師・薬剤師にご相談ください。

西 伊 豆 病 院 内 科 西 浦
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●肺におきる炎症で、咳、痰、発熱、食欲低下、呼吸困難など
の症状をあらわしますが、高齢者の場合は症状に乏しいこと
もあります。
●原因は細菌やウィルスなどの感染によるものや、唾液や、
食物、化学物質を気管に吸い込んで起こる誤嚥によるものな
どがあります。
●レントゲン写真で左のように白い影が写ります。
●日本人全体の死亡原因の第4位が肺炎で、そのうち95％を
65歳以上の人が占めます。

●人に肺炎、気管支炎などの呼吸器感染症や副鼻腔
炎、中耳炎、髄膜炎などの感染症を引き起こす団子型
の細菌です。
●普通に生活する人がかかる肺炎（市中肺炎）の約1/4
（28.0％）が肺炎球菌によるものです。
●肺炎球菌肺炎は重症化しやすく、特に高齢者で入院
率が高くなります。



冬場に多い

ノロウィルスとは？
普通の細菌よりずっと小さく、電子顕微鏡でなければ観察できないほど小
さな粒子です。ウィルス粒子だけでは増えることができず、人間の生きた
細胞の中のみ増えることができるのです。

ノロウィルスに感染すると、どうなるの？

体内にウィルスが入って症状が出るまで通常１日～２日かかります。

主な症状は、吐き気・嘔吐・下痢・腹痛・発熱などです。一般的に症状は１～２日で治りますが、まれに1日
に２０回程度の激しい下痢をすることがあります。感染しても発症しない場合や、軽い風邪症状の場合も
あります。

症状は短期間で治まりますが、その後１週間くらいは、便にウィルスが排出されます。

ノロウィルスはどこからくるの？

以前は、かきを含む二枚貝による感染が多く報告されていましたが、最近はこ
のウィルスを持った人から食品に付着し、その食品が原因と考えられます。ま
た、少量でも感染するので、食べ物だけでなく人から人への感染もあります。

Ｑ＆Ａ

感染者の嘔吐物・便は？

ノロウィルスが感染・増殖するのは小腸と考えられています。したがって、嘔吐症状が強い時は小腸の内容
物と共にウィルスが排出されます。この為、便と同様に嘔吐物のなかにも大量のウィルスが存在し感染源と
なりうるので、その処理には十分注意する必要があります。

また、ノロウィルスは乾燥すると空中に漂い、これが口に入って感染することもあるので、嘔吐物や便の処
理は、乾燥しないうちに速やかに行い、床などに残らないように処理し空気の流れに注意しながら換気を行
う事が重要です。

吐物や便を処理するときは、使い捨てのガウン（エプロン）・マスクと手袋を着用し、汚物中のウィルスが飛び
散らないようにペーパータオルなどで静かにふき取ります。ふき取った後は、次亜塩素酸ナトリウムで浸すよう
に床をふき取り、その後水拭きをします。ふき取ったペーパータオルはビニール袋に密閉して廃棄します。

洋服など衣類は、付着した汚物を上記の要領でふき取った後、洗剤を入れた水の中でもみ洗いします。その
際にしぶきを吸い込まないように注意して下さい。あとは、８５℃で１分間以上の熱水洗濯が適していますが、
無理な場合は、次亜塩素酸ナトリウムの消毒が有効です。家族の洗濯と一緒にしてはいけません。

布団などすぐに洗濯できない場合は、付着した汚物は、上記の要領でふき取り、よく乾燥させ、スチームアイロ
ンや布団乾燥機を使うと効果的です。

感染者の使用した食器類は、食後すぐに次亜塩素酸ナトリウム液に十分浸す必要があります。

感染者の嘔吐物・便の処理方法は？

次亜塩素酸ナトリウムというと、家庭でよく使われている「ハイター」などです

「ハイター」なら ５ℓの水に５０ml (キャップ２杯 )のハイターが目安です。

ノロウィルスは、アルコール剤や石鹸では効果がありません。 感染対策委員会

ー７ー
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【関連施設 ～健育会グループ～】

土肥クリニック

介護老人保健施設 しおさい

ゆうあい訪問看護ステーション
訪問看護は、病気や障害をお持ちの方や高齢者が住み慣れた家で、安心して療養生活を送れるよ
うに支援する看護サービスです。看護行為は主治医の治療方針に沿って行われます。また、介護さ
れているご家族に、さまざまな面からアドバイスや支援もいたしますので、安心してご利用いただい
ています。

地域の要介護高齢者の一日も早い家庭復帰と社会復帰を支援する施設で
す。在宅復帰へ向けたネットワークを構築し、最適の療養環境で最善のケ
ア・リハビリテーションを提供。利用者の方々が心身ともにリフレッシュでき、
楽しく有意義な生活が送れるよう支援します。

施設内行事も充実しており、毎月の「お誕生会」に、これからの季節ですと、
３月には「ひな祭り」４月には「お花見」といった四季折々の行事を行うことで
利用者さまと共に季節を感じることができます

土肥地区では、唯一入院施設を有しており、地域の開業医など医療機関と
連携して地域医療の質の向上に努めています。

土肥クリニックの院長「登木口」は、西伊豆病院の月曜日・午後外来を担当
しています。 また西伊豆病院の医師が土肥クリニックで外来診療を行なっ
ており、院長「仲田」は火曜日・午後外来を担当し、泌尿器科医師「吉田」は
水曜日・午後外来を担当し、内科医師「澤武」は第一第三土曜日の午前外
来を担当しています。
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【 お願い 】

入所の相談は TEL ５２－３０００ (入所担当まで)

お気軽にお電話下さい TEL ４２－３０６６

当院に入院中、あるいは外来で来られる患者様の中には細菌やウィルスに対
する体の抵抗力が弱く、インフルエンザ等にかかりやすい方もおられますので、
せき症状のある方が受診や面会に来院されます際、マスクをご用意してありま
すので、受付にお申し出下さい。感染の拡大予防の為にも是非ご利用頂きます
ようお願い致します。

【 お知らせ 】

当院の受付ロビーにＡＥＤ（自動体外式除細動器）を
設置しました。意識の無い方を発見したら、至急ＡＥＤ
が必要です。当院にある事を覚えておいて下さい。

ＡＥＤの使い方を知りたい！興味のある方は、受け付
けにお申し出下さい。簡単な説明書きをお渡しいたし
ます。


